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【区分】　　レベル１－レベル２ 詳細説明資料 様式３

技術の名称 ＳＪボックス 比較対象とする従来技術 技術名称 ボックスカルバート(縦方向連結型)＋可とう継手

開発会社名 日本ゼニスパイプ株式会社 選定理由

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【　 ＳＫ－０３０００３ 　】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 四国地方整備局　四国技術事務所

分類 〔レベル１：共通工〕、〔レベル２：排水構造物工〕、〔レベル３：暗渠工〕、〔レベル４：プレキャストボックスカルバート〕

使用可能な工事の種類 下水道工事等での耐震性を有する矩形管路布設工事の可とう性函体に使用 その他

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

イニシャルコスト 単位当たり施工単価 ３,９２５,９６０円／３０m ３,４２８,５２０円／３０m 約１３％の向上

対象外 － － －

－ － －

その他 － － －

トータルコスト 上記を単位当たりに換算した合計額 １３０,８７０円／ｍ １１４,２９０円／ｍ 約１３％の向上

備考

中 小 ①現行基準値等 ②申請技術について実証により確認した数値等 ④従来技術との比較＜結果＞

構造 構造安定性（水密性） ジョイント部分が水圧０.０６MPaの水圧に耐える水密性を有するこ
と

ジョイント部分が水圧０.０６MPaの水圧に耐える水密
性を有することを確認 同等

施工段階 作業員に対する事故等の発生 ・作業員に対する事故等がないこと。
・「土木工事安全施工技術指針」の「第１章総則、第２章安全措置
一般、第４章機械・装置・設備一般」に記載の項目

作業員に対する事故等の実績件数は０である。 従来工法に比べて作業工種が少なく、作業環境が
向上しており、事故発生の要素が少なくなる。

※仮設工については施工段階の安全性は含まない。 第三者に対する事故等の発生 ・第三者に対する事故等がないこと。
・「土木工事安全施工技術指針」の「第１章総則、第２章安全措置
一般、第４章機械・装置・設備一般」に記載の項目

第三者に対する事故等の実績件数は０である。 従来工法と同様に、荷卸・据付時に重機を使用す
る。　　　　　　　　　従来工法と同等の安全性を有す
る。

物性 ゴムリング ゴムリングに使用するゴムはＪＩＳ Ｋ ６３５３（水道用ゴム）に準拠
した物性を有すること

ゴムリングに使用するゴムはＪＩＳ Ｋ ６３５３（水道用
ゴム）に準拠した物性を有することを確認 同等

形状 内目地 内目地を省略することが出来る水密性を有すること 内目地を省略することが出来る水密性を有すること
を確認

従来技術より施工の簡略化が図れる

能力 耐震性 レベル２地震動に対する変位状態において水圧０.０６MPaの水圧
に耐える水密性を有すること

レベル２地震動に対する変位状態において水圧０.０
６MPaの水圧に耐える水密性を有することを確認 同等

材料規格（コンクリート） 設計基準強度

σca=４０(N/mm2)

社内試験によりσc=４０(N/mm2)を確認
同等

材料規格（鉄筋） ＪＩＳ Ｇ ３１１２
（鉄筋コンクリート用棒鋼）

ＪＩＳ Ｇ ３１１２（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合
同等

材料規格（ゴムリング）
ＪＩＳ Ｋ ６３５３（水道用ゴム）

ＪＩＳ Ｋ ６３５３（水道用ゴム）に適合
同等

内幅及び内高
±４～±７(mm)

社内試験により基準値以内を確認
同等

厚さ
－２,＋４～－４,＋６(mm)

社内試験により基準値以内を確認
同等

有効長
－５,＋１０(mm)

社内試験により基準値以内を確認
同等

施工 可とう性構造(継手)部内側目地幅
５(mm)を標準とする

継手部内側目地幅５(mm)を確認 従来技術より施工の簡略化が図れる

基準高
±３０(mm)

現場出来形測定により基準値以内を確認
同等

延長
－２００(mm)

現場出来形測定により基準値以内を確認
同等

合理化 工程 ６日／３０m
 (土木工事積算基準などにより算出)

３日／３０m 従来技術より工期の短縮が図れる

適用範囲 呼び寸法
－

６００×６００～３０００×３０００までの一体成形の
ボックスカルバートに適用できる －

施工管理 施工管理項目および頻度
土木工事施工管理基準

施工管理基準を満足
 (施工管理項目が少なくて済む)

従来技術より管理の省力化が図れる

難易度 熟練工への依存度
－

特別な熟練工を必要としない 従来技術より省力化が図れる

社会環境 周辺環境への影響 「土木工事安全施工技術指針」の「第１章総則、第２章安全措置
一般、第４章機械・装置・設備一般」による

発生なし
一般的な据付作業である 同等

作業環境 作業員環境 「土木工事安全施工技術指針」の「第１章総則、第２章安全措置
一般、第４章機械・装置・設備一般」による

特に問題はない
工種が少ない分使用材料・機械が少なくて済む

従来技術より作業環境の向上が図れる

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 有（下水道施設の耐震対策指針～日本下水道協会～）

積算基準等 有（自社基準：ＳＪボックス据付歩掛）

施工管理基準等 有（土木工事施工管理基準及び自社基準：ＳＪボックス施工要領書）

その他

大

材料

製品

評価項目

大

経済性

評価項目

ランニングコスト

耐久性

安全性

品質・出来形

施工性

周辺環境への影響

その他

申請者記入欄

申請者記入欄

本工法は、同じプレキャスト部材を使用した上記工法に対して、①可とう継手が不要　②函軸方向の
緊張が不要　等の簡易工法の開発を目標とした工法である。

完成物

この様式に記載された事項はNETISに登録され、公表されます

〔改定日H17.6.15〕


